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１　計画期間変更の概要

　　現在，上下水道事業は平成２５年度に策定した中長期的な事業方針である「呉市上下水道ビジョン（期間：平成２６年度～平成

　３５年度）」（以下「上下水道ビジョン」といいます。）及びその前期の実施計画である「呉市上下水道ビジョン前期経営計画（

　期間：平成２６年度～平成３０年度）」（以下「前期経営計画」といいます。）を踏まえ運営を行っています。

　　平成３１年度以降の実施計画である「呉市上下水道ビジョン後期経営計画（期間：平成３１年度～平成３５年度）」（以下「後

　期経営計画」といいます。）については，平成３０年度中に策定する予定としていましたが，平成３０年７月豪雨災害の影響を受

　けて，「呉市復興計画（仮称）」に係るインフラ強靭
じん

化プロジェクトにおける取組を反映した計画とする必要があることから，後

　期経営計画の策定を１年後ろ倒すこととし，計画期間を平成３２年度から平成３５年度までの４か年の計画として策定します。

　　なお，工業用水道事業についても，平成２６年度に策定した「呉市工業用水道事業経営計画（期間：平成２７年度～平成３０年

　度）」を踏まえ事業を運営し，平成３０年度に「呉市工業用水道事業経営計画（期間：平成３１年度～平成３５年度）」を策定す

　る予定としていましたが，上下水道事業と同様の取扱いとします。
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２　前期経営計画期間における財政収支計画と執行見込

　　前期経営計画の最終年度である平成３０年度末の資金残高については，３事業とも当初計画を上回る見込みであり，また，平成

　３１年度の財政収支計画を考慮し，後期経営計画の策定を１年間後ろ倒しした場合であっても，直ちに財政運営上支障を来たすこ

　とはないと考えています。

３１年度 ３１年度 ３１年度

計画 見込
（注１）

差引 推計
（注２）

計画 見込
（注１）

差引 推計
（注２）

計画 見込
（注１）

差引 推計
（注２）

収益的収入 27,741 28,934 1,193 5,564 2,994 3,173 179 592 34,990 35,967 977 7,187 

収益的支出 27,742 28,435 693 5,470 2,761 2,617 ▲ 144 579 34,983 34,534 ▲ 449 6,920 

純損益 ▲ 1 499 500 94 233 556 323 13 7 1,433 1,426 267 

 
資金残高 （注３）
（期間末残高）

1,010 1,748 738 1,788 549 726 177 746 313 871 558 795 

（注１）平成２６年度から平成２９年度までの決算額と平成３０年度補正後予算額（第１号）の合計額
（注２）平成２９年３月策定の「呉市水道事業等財政収支計画（平成２６年度～平成３５年度）」の数値
　　　　ただし，資金残高は平成３０年度末残高見込みを反映して時点修正した数値
（注３）資金残高は，期間末における繰越利益剰余金，減債積立金，建設改良積立金，損益勘定留保資金の合計額

（単位：百万円，税抜）
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